
み
　
か
　
さ
　
や
　
ま
　
の
　
月

　
　
　
i
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
賀
部
を
め
ぐ
っ
て
一

．
、
ζ
貯
9
銘
巻
目
鋤
昌
。
叶
邑
幽
、
．

　
　
　
　
一
》
ω
ε
身
o
h
、
．
ω
ぼ
昌
魯
。
屏
器
8
ω
ゴ
屯
「

鈴

木

徳宥

男お

は
　
じ
　
あ
　
に

　
い
わ
ゆ
る
貞
永
期
の
歌
壇
に
つ
い
て
、
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
（
『
新
勅
撰
集
」
と

略
称
す
る
、
他
の
勅
撰
集
な
ど
も
同
様
）
賀
部
の
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
一
側
面

を
論
及
し
よ
う
と
試
み
る
の
が
小
稿
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
「
み
か
さ
や
ま
の

月
」
を
詠
み
込
ん
だ
和
歌
を
問
題
と
し
て
取
り
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　
『
新
勅
撰
集
』
の
成
立
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

便
宜
と
し
て
、
『
和
歌
文
学
辞
典
』
（
有
吉
保
編
）
の
当
該
項
目
か
ら
一
部
分
を
引

用
す
る
。

　
　
撰
集
企
画
の
発
端
は
、
寛
喜
二
旨
ω
O
年
七
月
五
日
に
関
白
道
家
が
定
家
に
勅

　
　
撰
集
編
纂
の
件
に
つ
い
て
下
問
し
た
時
点
に
あ
る
が
、
寛
喜
二
、
三
年
の
大

　
　
飢
饒
な
ど
の
た
め
に
撰
集
は
延
期
さ
れ
、
貞
永
元
お
器
年
六
月
一
三
日
に

　
　
「
古
へ
今
の
歌
撰
比
進
良
之
女
与
」
（
明
月
記
）
　
と
い
う
後
堀
河
天
皇
の
勅
命

　
　
が
定
家
に
下
り
、
撰
集
の
業
が
開
始
さ
れ
た
。
後
堀
河
天
皇
の
譲
位
二
日
前

　
　
　
　
　
　
み
か
さ
や
ま
の
月

　
　
に
当
た
る
貞
永
元
年
一
〇
月
二
日
、
定
家
は
仮
名
序
代
並
び
に
目
録
を
奉

　
　
り
、
下
命
者
在
位
中
に
形
式
的
奏
覧
を
終
え
て
編
纂
上
の
体
裁
を
整
え
、
天

　
　
福
二
旨
ω
偽
年
六
月
三
日
、
未
定
稿
な
が
ら
一
四
九
八
首
を
収
め
た
自
筆
浄
書

　
　
本
を
仮
奏
覧
し
た
。
同
年
八
月
六
日
下
命
者
後
堀
河
院
が
崩
御
、
落
胆
し
た

　
　
定
家
は
そ
の
翌
朝
手
許
に
留
め
た
草
案
を
焼
却
し
た
が
、
そ
の
後
、
道
家
は

　
　
故
上
皇
の
許
に
あ
っ
た
仮
奏
覧
本
を
尋
ね
出
し
て
定
家
に
完
成
を
依
頼
、
道

　
　
家
・
教
実
父
下
立
ち
会
い
の
も
と
に
、
鎌
倉
幕
府
に
対
す
る
政
治
的
配
慮
か

　
　
ら
後
鳥
羽
・
順
徳
両
院
は
じ
め
承
久
の
乱
に
関
係
の
あ
っ
た
人
々
の
歌
を

　
　
一
〇
〇
首
ほ
ど
除
棄
し
た
。
こ
れ
以
降
、
浄
書
の
た
め
に
藤
原
行
能
の
許
に

　
　
届
け
ら
れ
る
文
暦
ニ
ー
ト
。
ω
切
年
二
月
四
日
ま
で
の
約
三
箇
月
間
、
草
稿
本
は
定

　
　
家
の
手
許
に
預
け
ら
れ
、
そ
の
間
に
も
若
干
の
切
継
が
行
わ
れ
た
ら
し
い
。

　
　
文
暦
二
年
三
月
一
二
日
に
浄
書
完
成
、
撰
集
下
命
か
ら
二
年
置
箇
月
後
に
実

　
　
質
的
完
了
を
み
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
『
新
勅
撰
集
』
の
成
立
に
は
、
承
久
の
乱
後
の
複
雑
な
政
治
状

勢
や
歌
壇
事
情
が
背
景
に
考
え
ら
れ
、
ま
た
撰
者
定
家
自
身
の
個
性
や
撰
集
方
針
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み
か
さ
や
ま
の
月

等
も
看
過
で
き
な
い
が
、
関
白
道
家
の
動
向
が
注
意
さ
れ
る
。
『
新
勅
撰
集
』
の

特
質
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
撰
集
事
業
に
実
質
的
に
関
わ
っ
て
い
る
道
家
の
存
在
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
み
か
さ
山
は
『
能
因
歌
枕
』
、
『
和
歌
初
学
抄
』
、
『
五
代
集
歌
枕
』
、
『
八

雲
御
抄
」
な
ど
の
歌
学
書
に
よ
れ
ば
大
和
の
歌
枕
で
あ
る
。
例
え
ば
『
八
雲
御

注
1

抄
』
　
の
注
記
に
「
か
さ
の
山
と
も
。
　
ふ
る
さ
と
の
。
お
ほ
き
み
の
一
。
鳥
。

日
。
月
。
時
雨
。
紅
葉
。
花
。
」
と
あ
る
。
「
三
笠
山
」
「
御
笠
山
」
「
御
蓋
山
」
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2

ど
と
表
記
さ
れ
る
。
場
所
は
ど
こ
か
と
い
う
と
、
『
顕
詳
密
勘
』
で
定
家
は
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
か
す
が
な
る
三
笠
の
山
と
は
、
大
和
國
春
日
山
に
御
笠
山
と
て
、
ひ
き
く
だ

　
　
り
て
ち
ひ
さ
き
山
に
か
す
が
の
社
お
は
し
ま
す
。
御
笠
の
も
り
と
も
よ
め

　
　
り
。
か
す
が
の
も
り
の
ふ
も
と
に
あ
り
。
さ
れ
ば
か
す
が
な
る
御
か
さ
の
山

　
　
と
よ
め
り
。
春
日
の
山
は
惣
名
也
。
御
笠
山
は
別
也
。

　
つ
ま
り
、
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
春
日
神
社
の
あ
る
山
で
、
春
日
山
の
ふ
も
と

の
小
さ
い
山
を
指
し
て
い
る
。

一

　
『
新
勅
撰
集
』
の
下
部
の
構
成
全
体
に
つ
い
て
、
ま
ず
概
観
し
て
み
る
。
二
部

は
巻
第
七
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
国
歌
大
観
番
号
で
数
え
る
と
、
四
四
三
歌
か
ら

四
九
三
歌
ま
で
に
当
た
る
。
巻
頭
は
道
家
（
四
四
三
）
と
教
実
（
四
四
四
）
の
父

子
で
、
詞
書
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
貞
永
元
年
六
月
の
中
宮
和
歌
会
で
の
詠
作
で

あ
る
。
次
の
二
首
は
寛
治
八
年
八
月
高
陽
院
家
歌
合
で
の
周
防
内
侍
（
四
四
五
）

お
よ
び
行
家
（
四
四
六
）
の
作
で
あ
る
。
高
陽
院
は
師
実
邸
の
こ
と
で
師
実
の
主

催
す
る
歌
合
が
作
歌
の
場
で
あ
る
。
こ
の
二
首
が
巻
頭
の
二
首
と
密
接
に
関
連
し

て
い
る
こ
と
は
、
詠
歌
内
容
を
具
体
的
に
検
討
し
て
後
述
す
る
。
次
は
、
『
荘
子
』

の
故
事
を
ふ
ま
え
「
や
ち
よ
へ
む
き
み
」
を
詠
む
兼
実
（
四
四
七
）
と
「
ち
よ
の

き
み
が
よ
は
ひ
」
を
詠
む
重
家
（
四
四
八
）
の
部
首
で
、
兼
実
（
道
家
の
祖
父
）

の
主
催
す
る
百
首
歌
で
の
作
で
あ
る
。
こ
の
家
百
首
は
九
条
家
歴
代
の
伝
統
的
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3

事
と
な
り
、
貞
永
元
年
完
成
の
『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

四
四
九
歌
は
、
「
堀
河
院
御
時
、
竹
不
財
宝
と
い
へ
る
心
を
よ
ま
せ
た
ま
う
け
る

に
」
と
い
う
詞
書
を
も
つ
忠
実
詠
、
表
現
上
で
は
前
歌
の
「
き
み
が
よ
は
ひ
」
を

受
け
て
御
世
の
長
久
を
詠
じ
て
い
る
。
四
五
〇
歌
は
、
長
能
詠
「
き
み
が
世
の
ち

と
せ
の
ま
つ
の
ふ
か
み
ど
り
さ
は
が
ぬ
み
つ
に
か
げ
は
見
え
つ
＼
」
で
、
長
保
五

年
の
道
長
家
の
歌
合
に
お
け
る
作
、
「
水
辺
松
」
が
題
、
素
材
は
証
歌
の
竹
か
ら

松
に
移
っ
て
い
る
。
松
を
君
に
た
と
え
、
臣
を
「
さ
は
が
ぬ
水
」
に
た
と
え
て
君

臣
合
体
す
る
様
を
詠
ん
だ
、
あ
る
い
は
「
さ
は
が
ぬ
水
」
は
常
宿
の
た
た
な
い
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4

誼
な
世
を
祝
う
心
を
詠
ん
だ
と
評
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
春
日
の
原
の
ひ
め
こ

ま
つ
」
を
素
材
に
詠
む
実
方
詠
（
四
五
一
）
、
「
か
は
た
け
」
を
詠
む
元
輔
詠
（
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5

五
二
）
、
「
く
れ
た
け
」
を
詠
む
兼
輔
詠
（
四
五
三
）
と
続
く
。
実
方
詠
は
藤
原
氏

の
繁
栄
を
祈
る
心
を
詠
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
、
『
古
今
集
』
中
の
「
春
日
野
に
若

菜
つ
み
つ
つ
万
代
を
い
は
ふ
心
は
神
ぞ
知
る
ら
む
」
（
三
五
七
、
素
性
法
師
、
藤

原
定
国
の
四
十
賀
の
屏
風
に
書
き
つ
け
た
歌
）
を
本
歌
と
す
る
。
元
輔
詠
は
師
輔

の
五
十
賀
屏
風
で
、
師
輔
の
長
寿
を
祝
う
心
を
詠
ん
で
い
る
。
兼
輔
詠
は
斎
宮

（
宇
多
天
皇
皇
女
柔
子
内
親
王
）
の
長
寿
を
祝
う
歌
で
あ
り
、
『
大
和
物
語
』
に
み

注
6

え
る
。
次
に
裳
着
と
袴
着
の
詠
が
二
首
続
く
。
醍
醐
天
皇
皇
女
康
子
内
親
王
の
長
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寿
を
祝
う
公
忠
詠
（
四
五
四
）
、
村
上
天
皇
の
御
子
の
長
寿
を
松
の
繁
茂
に
そ
え

て
祝
う
朝
事
詠
（
四
五
五
）
で
あ
る
。
以
上
十
三
首
で
一
応
一
区
切
り
の
歌
群
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
素
材
、
趣
向
、
作
歌
事
情
な
ど
様
々
な
要
素
に
よ
る
関
連

性
を
も
っ
て
順
次
配
列
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
二
首
ず
つ
を
単
位
と
し
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
こ
の
歌
群
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
目
立
っ
傾
向
と
し
て
、
巻

頭
歌
を
は
じ
め
、
作
者
、
作
歌
の
場
な
ど
に
摂
関
家
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
ま

た
、
賀
の
対
象
と
な
る
人
物
の
長
寿
を
慶
祝
す
る
内
容
の
作
が
大
半
で
あ
り
、
構

成
上
の
配
慮
が
看
取
さ
れ
る
。

　
賀
部
の
十
四
首
目
の
歌
（
四
五
六
）
は
よ
み
人
知
ら
ず
で
あ
る
。
こ
の
作
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
注
7

四
六
一
歌
ま
で
年
代
順
に
作
品
が
並
ぶ
。
顕
基
詠
（
四
五
七
）
は
長
元
六
年
（
一

〇
三
三
）
頼
通
主
催
の
子
日
の
宴
で
の
作
、
素
材
は
子
日
の
「
松
」
。
経
宗
詠

（
四
五
八
）
は
永
治
二
年
（
一
一
四
二
）
忠
通
家
で
の
作
、
「
松
契
千
年
」
を
題
と

す
る
。
長
方
詠
（
四
五
九
）
は
後
白
河
院
の
時
の
八
十
島
祭
で
の
作
、
磯
辺
の
松

　
　
　
　
　
　
　
　
注
8

を
詠
み
込
む
（
『
長
結
集
』
で
は
詞
書
に
「
紀
伊
二
位
、
八
十
島
詣
に
住
吉
に
て
、

人
々
よ
み
し
に
」
と
あ
る
）
。
兼
光
詠
（
四
六
〇
）
は
仁
安
三
年
置
一
一
⊥
ハ
八
）

基
厚
身
で
の
作
で
題
は
「
対
松
争
齢
」
。
良
平
（
兼
実
男
）
詠
（
四
六
一
）
は
建

仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
の
作
で
、
「
松
有
春
色
」
と
い
う
題
で
あ
る
。
以
上
は
年

代
順
で
あ
る
と
同
時
に
松
を
主
題
と
し
た
作
で
あ
る
。
（
よ
み
人
知
ら
ず
歌
を
は

さ
ん
で
い
る
が
、
四
五
五
歌
の
袴
着
の
作
に
す
で
に
松
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
）
次

の
良
算
詠
（
四
六
二
）
は
御
世
長
久
を
祈
る
述
懐
の
歌
で
無
季
で
あ
る
が
、
こ
れ

以
下
に
四
季
の
賀
の
作
が
続
く
。
こ
こ
で
も
四
六
一
歌
が
す
で
に
「
春
」
を
詠
ん

で
い
て
、
巧
み
な
連
関
が
う
か
が
え
る
。
公
経
詠
（
四
六
三
）
は
「
は
る
の
は
じ

め
」
の
歌
、
子
日
の
松
を
詠
む
。
古
家
（
四
六
四
）
、
信
家
（
四
六
五
）
の
詠
は

　
　
　
　
　
　
み
か
さ
や
ま
の
月

「
翫
新
成
桜
花
」
を
題
と
し
て
安
穏
の
代
を
た
た
え
て
い
る
。
次
の
道
家
か
ら
八

首
は
、
寛
喜
元
年
十
一
月
女
御
入
内
屏
風
和
歌
中
の
作
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
道
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
9

女
樽
子
が
後
堀
河
天
皇
に
入
内
す
る
際
に
詠
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
道
家
（
四

六
六
）
、
公
経
（
四
六
七
）
、
知
家
（
四
六
八
）
、
実
氏
（
四
六
九
）
、
道
家
（
四
七

〇
、
四
七
一
、
四
七
二
、
三
首
連
続
）
、
公
経
（
四
七
三
）
と
配
列
さ
れ
て
い
る

が
、
知
家
詠
ま
で
が
春
賀
（
元
日
、
柳
、
藤
花
）
、
実
生
詠
（
山
田
早
苗
）
が
夏

賀
、
道
家
詠
か
ら
平
賀
（
鹿
、
月
、
田
家
）
を
そ
れ
ぞ
れ
主
題
と
し
た
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
概
し
て
一
連
の
作
は
、
例
え
ば
知
家
詠
「
は
る
ひ
さ
く
ふ
ち
の
し
た

か
げ
い
う
み
え
て
あ
り
し
に
ま
さ
る
や
ど
の
い
け
み
つ
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
樽
子
入
内
を
祝
い
つ
つ
往
時
に
匹
敵
す
る
道
家
一
族
の
栄
華
を
礼
賛
す
る
内

容
で
、
ま
た
道
家
自
身
の
作
が
四
首
入
産
し
て
い
る
が
、
ど
れ
も
娘
の
入
内
を
喜

び
、
わ
が
世
に
満
足
す
る
歌
と
な
っ
て
い
る
。
次
の
実
資
詠
（
四
七
四
）
は
「
蕾

む
し
」
、
紫
式
部
詠
（
四
七
五
）
は
、
重
陽
の
日
、
菊
の
き
せ
綿
に
託
し
て
倫
子

（
道
長
妻
）
の
長
寿
を
祝
う
歌
で
、
『
紫
式
部
日
記
』
に
作
歌
事
情
が
記
さ
れ
て
い

注
1
0

る
。
元
輔
詠
（
四
七
六
）
は
「
き
く
の
し
ら
つ
ゆ
」
、
康
資
王
母
詠
（
四
七
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
1

は
菊
の
霜
を
詠
む
。
『
康
資
王
母
家
集
』
の
詞
書
に
よ
る
と
「
き
く
の
は
な
ひ
さ

し
と
い
ふ
題
を
、
う
へ
の
人
々
参
り
て
よ
み
し
に
」
と
あ
る
。
次
の
長
家
詠
（
四

七
七
）
は
「
残
菊
映
水
」
を
題
と
し
て
「
神
な
月
の
こ
る
み
ぎ
は
の
し
ら
ぎ
く
」

と
初
冬
を
詠
む
。
俊
家
（
四
七
九
）
、
伊
房
（
四
八
○
）
が
承
保
三
年
十
月
二
十

四
日
の
大
井
河
行
幸
の
際
に
詠
ん
だ
作
が
続
く
。
十
月
下
旬
の
行
事
で
あ
り
「
み

ゆ
き
」
は
雪
に
通
ず
る
と
思
わ
れ
る
の
で
冬
賀
と
み
る
。
公
伊
里
（
四
八
一
）
は

再
び
寛
喜
元
年
十
一
月
女
御
入
内
屏
風
和
歌
で
、
月
次
屏
風
の
十
一
月
に
あ
た
り

「
江
辺
寒
芦
鶴
立
」
を
題
と
す
る
冬
の
歌
で
あ
る
。
以
上
の
二
十
六
首
を
一
応
四
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み
か
さ
や
ま
の
月

季
の
賀
の
人
群
と
し
て
く
く
る
こ
と
が
で
き
る
（
た
だ
し
、
は
じ
め
の
年
代
順
の

六
首
は
よ
み
人
し
ら
ず
歌
が
無
季
で
あ
り
、
他
は
「
松
」
を
主
題
と
し
て
お
り
ひ

と
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
子
日
の
松
に
関
連
す
る

も
の
と
解
し
て
同
一
群
に
考
え
て
お
く
）
。

　
四
八
二
歌
は
「
泥
絵
屏
風
、
石
清
水
臨
時
祭
」
と
詞
書
に
あ
る
定
家
詠
で
、
前

歌
と
同
じ
女
御
入
内
屏
風
歌
と
い
う
点
で
、
つ
な
が
り
が
認
め
ら
れ
、
以
下
に
大

嘗
会
の
主
翼
歌
と
悠
紀
歌
が
時
代
順
に
並
ぶ
。
匡
房
詠
二
首
（
四
八
三
、
四
八

四
、
承
保
元
年
、
寛
治
元
年
）
、
永
範
詠
（
四
八
五
、
仁
安
三
年
）
、
家
衡
詠
と
頼

資
詠
（
四
八
六
、
四
八
七
、
貞
応
元
年
）
。
四
八
八
歌
は
「
い
は
く
ら
山
」
を
詠

ん
だ
屏
風
歌
で
あ
る
か
ら
、
四
八
二
歌
か
ら
こ
こ
ま
で
を
ひ
と
つ
の
歌
群
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
四
八
九
歌
は
長
久
を
経
た
「
み
や
ど
こ
ろ
」
を
詠
む
よ
み
人
知
ら
ず
歌
（
『
万

葉
集
』
巻
十
三
、
三
二
三
一
）
、
四
九
〇
歌
と
四
九
一
歌
は
、
と
も
に
延
喜
六
年

日
本
紀
寛
宴
歌
で
、
良
相
詠
「
と
し
へ
た
る
ふ
る
き
う
き
ゴ
を
す
て
ね
ば
ぞ
さ
や

け
き
ひ
か
り
と
を
く
き
こ
ゆ
る
」
は
誉
田
天
皇
（
応
神
天
皇
）
を
、
忠
平
詠
「
つ

、
み
を
ば
と
よ
ら
の
み
や
に
つ
き
そ
め
て
世
＼
を
へ
ぬ
れ
ど
水
は
も
ら
さ
ず
」
は

豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
（
推
古
天
皇
）
を
題
に
し
て
詠
む
。
「
年
経
た
る
古
き
浮
木

…
」
と
は
枯
野
と
い
う
船
が
朽
ち
て
使
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
っ
た
の
を
た
き
ぎ

と
し
て
燃
や
し
、
塩
を
得
た
が
、
一
部
が
焼
け
残
っ
た
の
で
、
帝
が
琴
を
作
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
2

と
こ
ろ
、
そ
の
音
色
が
さ
や
か
に
遠
く
ま
で
響
い
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。

『
日
本
書
紀
」
に
よ
れ
ば
応
神
天
皇
三
十
年
の
秋
の
こ
と
で
あ
る
。
忠
平
詠
も
同

様
に
『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
五
年
の
冬
に
各
地
に
溝
池
（
灌
概
用
水
路
）
を

作
っ
た
故
事
を
ふ
ま
え
る
。
古
代
の
天
皇
に
対
す
る
讃
美
を
並
べ
て
い
る
。
巻
軸

に
は
緒
兄
が
臣
下
の
代
表
と
し
て
忠
勤
の
感
慨
を
述
べ
た
作
（
四
九
二
）
に
対
し

て
、
返
歌
の
形
で
聖
武
天
皇
の
臣
下
に
思
い
を
寄
せ
る
詠
（
四
九
三
）
が
配
さ
れ

て
い
る
。
賀
部
は
理
想
的
な
君
臣
の
贈
答
二
首
を
も
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。
な

お
、
四
九
二
歌
は
『
万
葉
集
』
巻
十
七
（
三
九
二
二
）
に
み
え
、
四
九
三
歌
は
同

じ
く
二
八
（
一
六
三
八
）
に
み
え
る
。
四
八
九
歌
以
下
を
ひ
と
ま
と
ま
り
の
歌
群

と
み
る
。

　
賀
部
を
概
観
す
る
と
、
便
宜
的
で
あ
る
が
、
四
つ
の
歌
群
に
大
別
で
き
る
。

ω
四
四
三
歌
か
ら
四
五
五
歌
ま
で
、
②
四
五
六
歌
か
ら
四
八
一
歌
ま
で
、
㈹
四
八

二
歌
か
ら
四
八
八
歌
ま
で
、
ω
四
八
九
歌
か
ら
四
九
三
歌
ま
で
と
な
る
。
な
お
、

ω
と
②
の
間
に
「
よ
み
人
知
ら
ず
」
、
②
と
㈹
の
間
に
定
家
、
個
と
ω
と
の
間
に

「
よ
み
人
知
ら
ず
」
が
位
置
し
、
つ
な
ぎ
の
役
割
（
い
わ
ば
区
分
の
目
安
で
あ
り
、

②
群
の
場
合
を
四
六
一
歌
ま
で
で
区
分
す
る
と
す
れ
ば
、
良
算
詠
が
境
目
と
な

る
）
を
に
な
う
と
思
わ
れ
る
。
ω
群
の
中
心
は
後
述
す
る
が
巻
頭
の
四
首
に
あ

る
。
②
は
時
代
順
、
四
季
な
ど
を
規
準
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
根
幹
と
な
る
の

は
寛
喜
元
年
十
一
月
の
女
御
入
内
屏
風
和
歌
で
あ
ろ
う
。
個
は
大
嘗
会
和
歌
、
㈲

は
古
代
の
天
皇
の
讃
美
で
、
巻
軸
で
は
君
臣
両
者
の
理
想
を
示
し
、
宅
部
の
結
び

と
な
っ
て
い
る
。
賀
部
に
お
け
る
前
半
部
分
と
後
半
部
分
の
相
互
関
係
が
多
少
統

一
を
欠
い
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
勅
撰
集
声
部
の
通
例
か
ら
み
て
そ
れ
だ
け
巻
頭

部
分
に
特
異
性
が
見
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

二

『
新
勅
撰
集
』
二
部
の
巻
頭
二
首
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
新
編
国
歌
大
観
に
よ
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っ
て
掲
げ
る
。

　
　
　
貞
永
元
年
六
月
、
き
さ
い
の
宮
の
御
方
に
て
は
じ
め
て
黙
契
遽
年
と
い
ふ

　
　
　
題
を
講
ぜ
ら
れ
侍
り
け
る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
関
白

四
窒
つ
る
の
子
の
又
や
し
は
こ
の
す
ゑ
ま
で
も
ふ
る
き
た
め
し
を
わ
が
世
と
や
見

　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
白
左
大
臣

四
囲
ひ
さ
か
た
の
あ
ま
と
ぶ
つ
る
の
ち
ぎ
り
お
き
し
千
世
の
た
め
し
の
け
ふ
に
も

　
　
あ
る
か
な

　
后
宮
、
す
な
わ
ち
道
家
の
女
紅
子
（
後
の
藻
壁
門
院
）
方
に
お
け
る
和
歌
会

で
、
前
関
白
道
家
も
関
白
左
大
臣
教
実
も
「
鶴
ひ
さ
し
き
よ
は
ひ
を
ち
き
る
」

（『

M
実
朝
臣
家
集
』
の
詞
書
）
と
い
う
題
に
そ
っ
て
、
九
条
家
の
長
久
の
繁
栄
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
3

謳
歌
し
た
も
の
で
あ
る
。
諸
注
釈
を
掛
酌
し
て
歌
意
を
と
る
と
、
道
家
詠
は
雲
孫

の
末
ま
で
も
生
き
な
が
ら
え
て
わ
が
世
を
長
寿
の
旧
例
に
し
た
い
の
意
と
な
り
、

教
論
叢
は
鶴
が
千
年
の
齢
を
約
束
し
た
と
い
う
例
も
今
日
の
長
寿
に
思
い
あ
わ
せ

て
知
ら
れ
る
こ
と
だ
の
意
で
「
あ
ま
と
ぶ
鶴
」
は
中
宮
の
面
影
に
な
ぞ
ら
え
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
右
の
二
首
に
つ
い
て
佐
藤
恒
雄
氏
は
、
次
の
よ
う
に
論
及
し
て

注
1
4

い
る
。

　
　
こ
の
二
首
は
、
天
皇
や
上
皇
に
奉
っ
た
賀
歌
で
も
な
く
、
ま
た
、
ご
く
普
通

　
　
の
算
賀
の
歌
で
も
な
い
。
専
ら
、
外
戚
と
し
て
顕
栄
を
誇
る
自
ら
の
九
条
家

　
　
へ
の
胎
侍
と
奢
り
を
露
わ
に
謳
っ
た
、
異
例
と
も
称
す
べ
き
内
容
を
も
つ
賀

　
　
の
歌
で
あ
る
。
定
家
を
し
て
こ
の
歌
を
巻
頭
に
配
せ
し
め
た
も
の
は
、
例
の

　
　
三
上
皇
の
歌
を
切
り
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
同
じ
外
圧
、
な
い
し
は
政

　
　
治
的
妥
協
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
必
ず
し
も
彼
自
身
の
文
芸
的
理
想
に
発

　
　
　
　
　
　
み
か
さ
や
ま
の
月

　
　
し
た
措
置
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
「
新
勅
撰

　
　
集
」
を
最
初
に
企
図
し
、
事
業
の
実
質
的
な
宰
領
者
で
あ
っ
た
九
条
道
家
に

　
　
対
す
る
、
あ
ま
り
に
も
あ
か
ら
さ
ま
な
配
慮
が
、
こ
の
巻
頭
歌
に
は
顕
わ
れ
て

　
　
い
る
。
ま
さ
し
く
新
勅
撰
的
性
格
を
反
映
し
た
巻
頭
歌
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

　
道
家
に
対
す
る
「
あ
ま
り
に
あ
か
ら
さ
ま
な
配
慮
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
稿
者
な
り
に
い
ま
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。

　
こ
の
二
首
が
貞
永
元
年
六
月
二
十
五
日
の
初
度
中
宮
和
歌
御
会
の
際
の
作
で
あ

る
こ
と
は
、
『
百
練
抄
』
『
洞
院
摂
政
記
』
な
ど
が
詞
書
を
裏
づ
け
て
い
る
。
又
、

『
郁
芳
三
品
集
』
、
『
信
実
朝
臣
家
集
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
時
の
範
宗
、
信
実
の

作
が
み
え
る
。
こ
の
六
月
二
十
五
日
の
和
歌
会
が
ど
の
よ
う
な
規
模
で
行
わ
れ
た

か
の
詳
細
は
、
『
民
経
記
』
の
五
月
十
九
日
の
条
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
5

以
下
に
必
要
部
分
を
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
中
宮
和
歌
御
会
沙
汰

　
　
於
大
殿
京
極
中
納
言
云
、
来
月
上
旬
、
於
中
宮
可
有
和
歌
御
会
云
々
、
脇
窯

　
　
寛
弘
、
承
暦
勝
濁
、
可
詠
赤
人
、
貫
之
不
屈
之
由
有
風
聞
、
序
代
事
大
納
言

　
　
内
書
之
、
其
仁
春
宮
、
中
宮
両
大
夫
之
間
欺
云
々
、
若
申
子
害
者
、
黄
門
可

　
　
有
御
草
欺
之
由
有
沙
汰
、
又
信
者
黄
門
欺
、
新
藤
中
納
言
家
光
指
間
欺
之

　
　
間
、
可
被
献
欺
之
由
有
沙
汰
、
自
昨
日
夕
俄
此
儀
出
来
云
々
大
殿
令
致
沙
汰

　
　
給
、
歌
人
有
沙
汰
、
人
数
大
殿
殿
下
、
内
大
臣
、
前
内
大
臣
通
義
、
洋
字
使

　
　
等
温
、
春
宮
大
夫
家
嗣
、
中
宮
大
夫
買
方
、
九
条
新
大
納
言
高
説
、
京
極
中

　
　
納
言
定
家
、
高
倉
中
納
言
面
通
、
藤
中
納
言
殿
、
新
藤
中
納
言
家
光
、
二
位

　
　
宰
相
経
高
、
右
兵
衛
督
為
家
、
前
宮
内
卿
家
隆
、
三
位
知
家
、
範
宗
、
兵
部

　
　
卿
成
実
、
殿
上
人
前
修
理
権
大
善
行
能
朝
臣
、
左
京
権
大
夫
信
実
朝
臣
、
少

　
　
将
親
氏
、
親
季
等
朝
臣
、
不
弁
光
俊
朝
臣
、
少
将
通
氏
朝
臣
、
蔵
人
大
進
兼

21



　
　
　
　
　
　
み
か
さ
や
ま
の
月

　
　
高
、
予
習
云
々
、

　
『
民
経
記
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
道
家
の
選
ん
だ
参
加
歌
人
の
顔
ぶ
れ
は
当
時
の

歌
壇
の
構
成
員
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
、
定
家
、
為
家
、
三
智
、
知
家
、
信
実
な
ど

が
顔
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
人
数
か
ら
言
っ
て
、
道
家
主
催
の
歌
壇
的
催
し
と
し
て

は
規
模
の
整
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
道
家
の
意
図
を
『
民
経
記
』
は

「
風
聞
」
と
し
な
が
ら
、
「
寛
弘
承
暦
の
勝
躍
を
追
ふ
」
こ
と
に
あ
っ
た
と
伝
え
て

い
る
。
寛
弘
の
例
は
、
道
長
が
中
宮
彰
子
の
と
こ
ろ
で
開
い
た
和
歌
会
の
こ
と
に

な
る
が
、
寛
弘
三
年
、
四
年
、
八
年
の
そ
れ
ぞ
れ
正
月
二
日
あ
る
い
は
三
日
に
み

え
、
六
年
の
十
一
月
十
五
日
に
も
中
宮
御
所
で
小
規
模
な
和
歌
会
が
記
録
に
み
え

る
。
い
ず
れ
も
、
具
体
的
な
様
子
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
民
経
記
』
に
あ
る
よ
う

な
貞
永
元
年
の
初
度
中
宮
和
歌
会
の
先
例
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
承
暦
」
（
一
〇
七
七
～
一
〇
八
○
）
の
場
合
も
同
様
で
、
そ
の
よ
う
な
例
を
み
つ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
承
保
二
年
（
一
〇
七
五
）
九
月
十
七
日
中
宮

和
歌
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
中
宮
は
師
実
の
娘
の
賢
子
で
あ
る
。
『
水
左
記
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
6

当
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
天
晴
、
今
日
並
中
宮
有
和
歌
、
題
云
、
菊
契
遽
年
、
序
題
東
宮
学
士
匡
房

　
　
也
、
晶
相
府
以
下
上
達
部
殿
上
人
其
数
参
会
、
入
夜
桜
了
各
退
出

　
こ
の
時
の
題
は
「
菊
契
十
年
」
で
貞
永
元
年
の
題
「
鶴
契
骨
年
」
に
類
似
す
る

し
、
ま
た
、
左
相
府
師
実
が
主
導
的
な
立
場
に
あ
っ
た
よ
う
に
う
か
が
わ
れ
る

（
た
だ
し
関
白
に
な
る
の
は
こ
の
年
の
十
月
以
降
）
。
序
を
大
江
匡
房
が
書
き
、
参

加
人
数
も
相
当
の
規
模
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
「
承
暦
」
は
「
承

保
」
の
誤
り
で
、
承
保
二
年
九
月
十
七
日
の
歌
会
を
先
例
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
か
と
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
る
と
、
い
ず
れ
に
し
て
も
道
家
は
一
条
朝
に
お
け
る

道
長
と
彰
子
、
白
河
朝
に
お
け
る
師
実
と
賢
子
を
自
ら
の
代
、
す
な
わ
ち
当
代
に

お
け
る
道
家
と
噂
子
に
擬
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
お
そ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
7

く
は
豊
実
を
な
ら
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

三

　
こ
う
し
た
道
家
の
意
図
を
、
道
家
父
子
の
詠
歌
を
消
幕
の
巻
頭
に
入
塾
さ
せ
た

こ
と
で
定
家
が
十
分
に
汲
ん
で
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
二
首
の

並
び
に
は
次
の
二
首
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
寛
治
八
年
八
月
高
回
議
家
歌
合
に
、
賛
歌
　
　
　
　
　
　
周
防
内
侍

四
四
五
つ
ね
よ
り
も
み
か
さ
の
山
の
月
か
げ
は
ひ
か
り
さ
し
そ
ふ
あ
め
の
し
た
か
な

　
　
　
い
は
ひ
の
心
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
行
家
朝
臣

四
四
六
あ
め
の
し
た
ひ
さ
し
き
み
よ
の
し
る
し
に
は
み
か
さ
の
山
の
さ
か
木
を
ぞ
さ

　
　
す

　
両
首
と
も
詞
書
に
示
す
よ
う
に
、
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
八
月
十
九
日
置
前

関
白
畢
生
（
五
十
三
才
）
が
、
重
陽
院
邸
に
お
い
て
催
し
た
歌
合
で
の
作
品
で
あ

り
、
四
四
五
歌
は
、
月
の
三
番
左
（
勝
）
、
四
四
六
歌
は
祝
の
五
番
右
（
持
）
の

詠
で
あ
る
。
当
歌
合
は
五
題
各
七
番
の
計
三
十
五
番
、
女
を
左
に
し
た
男
女
房
歌

合
で
あ
り
、
仮
名
序
に
「
宇
治
殿
の
永
承
に
行
は
れ
た
る
を
た
つ
ね
て
、
思
し
企

て
さ
せ
給
ふ
な
り
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
師
実
の
心
頼
通
が
祐
子
内
親
王
の
た
め

に
永
承
五
年
に
催
し
た
歌
合
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
（
こ
こ
か
ら
後
の
勅
撰
集

に
入
評
し
た
作
は
、
三
十
三
首
を
数
え
多
く
の
歌
学
書
な
ど
が
本
歌
合
に
つ
い
て

言
及
す
る
）
。
摂
関
家
が
そ
の
伝
統
を
重
視
し
て
の
催
し
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
意
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さ
れ
、
平
安
期
の
歌
合
史
に
お
い
て
「
晴
儀
の
歌
合
と
し
て
、
藤
原
氏
摂
関
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
8

の
最
後
を
飾
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
道
家
の
時
代
に
お
い
て

も
歴
史
的
に
み
て
、
価
値
あ
る
歌
壇
的
催
し
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
二
首
の
詠
作
の
場
が
巻
頭
二
首
に
う
た
わ
れ
た
摂
関
家
の
繁
栄
を
支
え
る
に
適

当
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
道
家
の
意
図
が
十
分
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
9

　
四
四
五
の
詠
に
つ
い
て
、
日
本
古
典
全
書
『
歌
合
集
』
は
次
の
よ
う
に
注
釈
し

て
い
る
。

　
　
「
三
笠
の
山
の
月
影
」
は
、
春
日
神
社
が
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
こ
と
を
象

　
　
徴
し
て
み
る
。
そ
の
月
影
が
つ
ね
よ
り
も
天
下
に
光
さ
し
添
ふ
と
い
ふ
の
で

　
　
あ
る
か
ら
、
藤
原
氏
の
威
光
が
天
下
に
あ
ま
ね
く
行
き
わ
た
る
の
を
祝
福
し

　
　
た
歌
と
な
っ
た
。
祝
の
歌
、
し
か
も
藤
原
氏
を
祝
福
し
た
歌
が
勝
つ
こ
と
は

　
　
永
承
四
年
内
裏
歌
合
以
来
不
文
律
と
な
っ
て
み
た
。

　
な
お
こ
こ
で
、
藤
原
氏
を
祝
福
し
た
歌
が
勝
つ
こ
と
が
永
承
四
年
内
裏
歌
合
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
0

来
不
文
律
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
解
説
は
、
『
俊
頼
髄
脳
』
に
載
る
と
こ
ろ
の
次

の
事
実
に
よ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
永
承
四
年
十
一
月
九
日
の
歌
合
に
よ
め
る
歌

　
　
　
　
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
因
法
師

　
　
春
日
山
い
は
ね
の
松
は
君
が
た
め
ち
と
せ
の
み
か
は
よ
う
つ
世
や
へ
む

　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
仲
の
弁

　
　
岩
代
の
を
の
へ
の
風
に
年
ふ
れ
ど
松
の
緑
は
か
は
ら
ざ
り
け
り

　
　
是
を
大
二
条
殿
と
申
し
＼
関
白
殿
の
そ
の
座
に
さ
ぶ
ら
は
せ
給
ひ
て
、
未
だ

　
　
判
者
の
さ
だ
め
申
さ
れ
ぬ
さ
き
に
、
春
日
と
よ
ま
れ
た
ら
む
歌
は
い
か
ゴ
ま

　
　
　
　
　
　
み
か
さ
や
ま
の
月

　
　
け
む
、
沙
汰
に
も
及
ぶ
ま
じ
と
申
さ
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
さ
る
事
と
て
ま
た
沙

　
　
汰
す
る
事
も
な
く
て
勝
ち
に
げ
り
。
華
氏
の
長
者
に
て
申
さ
せ
給
ひ
け
れ

　
　
ば
、
め
で
た
き
事
に
て
や
み
に
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
1

　
ま
た
、
『
袋
草
紙
』
の
下
巻
「
判
者
骨
法
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
永
承
四
年
歌
合
時
、
　
一
番
左
右
歌
講
畢
後
、
内
大
臣
殿
鰍
に
燥
日
、
　
春
日
と

　
　
講
歌
ハ
争
可
レ
負
哉
云
々
。
干
レ
時
殿
下
階
治
有
二
甘
心
気
『
侃
無
呂
左
右
一
為
二
左

　
　
勝
”
歌
日
、

　
　
　
か
す
が
や
ま
い
は
ね
の
ま
っ
は
き
み
が
た
め
ち
と
せ
の
み
か
は
よ
う
つ
よ

　
　
　
そ
へ
む

　
　
此
後
無
二
濡
事
一
神
明
を
奉
レ
懸
歌
を
バ
定
レ
勝
。
左
右
共
同
詠
つ
れ
ば
為
レ
持
。

　
　
且
是
勝
劣
依
レ
有
レ
恐
欺
。
年
寄
レ
祝
た
る
歌
を
ば
不
レ
負
云
々
。
錐
二
如
レ
此

　
　
存
↓
誠
秀
逸
之
時
定
二
勝
負
↓
常
事
也
。

　
つ
ま
り
永
承
四
年
の
内
裏
歌
合
の
一
件
以
来
、
判
者
の
作
法
と
し
て
や
ん
ご
と

な
き
神
明
に
か
か
わ
る
歌
は
勝
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
説
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
高
々
京
家
歌
合
の
場
合
の
み
か
さ
山
を
詠
み
込
ん
だ
周
防
内
侍
の
詠
が
勝
つ

こ
と
は
、
い
わ
ば
当
然
の
理
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
判
者
で
あ
る
経
信
も
判

詞
に
お
い
て
右
歌
の
趣
向
に
典
拠
を
求
め
て
批
判
を
加
え
て
い
る
の
み
で
、
周
防

内
侍
の
左
歌
に
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
2

　
又
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
歌
合
集
』
は
、
「
常
よ
り
も
今
夜
こ
そ
は
、
特
に

御
蓋
の
山
に
照
る
月
の
輝
き
が
い
や
増
す
め
で
た
い
世
の
中
で
す
よ
」
と
口
語
訳

し
、
「
『
御
蓋
』
『
さ
す
』
『
雨
の
下
』
縁
語
、
『
月
か
げ
』
『
光
さ
す
』
『
天
の
下
』

縁
語
。
互
い
に
掛
詞
。
御
蓋
山
の
月
に
掛
け
て
摂
関
藤
原
氏
の
栄
え
を
祝
う
。
」

と
注
を
つ
け
て
い
る
。
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み
か
さ
や
ま
の
月

　
行
家
詠
の
内
容
は
、
御
蓋
山
の
榊
を
挿
頭
に
し
て
長
久
の
君
が
代
の
象
徴
と
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
前
歌
と
同
様
に
摂
関
藤
原
氏
の
栄
光
を
祝
う
心
を
詠
ん

だ
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
二
首
を
理
解
し
て
『
新
勅
撰
集
』
芝
蘭
の
巻
頭
部
分
を
な
が
め

る
と
、
道
家
父
子
の
巻
頭
二
首
に
示
唆
さ
れ
る
並
び
な
い
九
条
家
の
威
光
を
、
次

に
配
さ
れ
る
二
首
が
祝
福
す
る
構
造
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

注
2
3

る
。
い
ま
、
道
家
の
権
威
は
い
よ
い
よ
光
を
ま
す
み
か
さ
山
の
月
光
で
あ
り
、
長

久
の
君
が
代
を
象
徴
す
る
み
か
さ
山
の
榊
な
の
で
あ
る
。

四

　
承
久
の
乱
川
の
歌
壇
は
家
隆
や
基
家
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
さ
さ
や
か
に
活
動

が
始
め
ら
れ
、
一
方
、
定
家
周
辺
に
集
ま
る
歌
人
た
ち
の
和
歌
連
歌
の
会
な
ど
が

み
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
『
新
勅
撰
集
』
の
撰
集
企
画
を
契
機
に
道
家
の
主
催

す
る
歌
壇
的
行
事
が
多
く
な
る
。
『
新
勅
撰
集
』
成
立
前
の
歌
壇
活
動
の
中
心
は

道
家
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
定
家
に
勅
撰
集
撰
進
の
下
命
が
あ
っ
た
貞

永
元
年
六
月
十
三
日
以
降
、
同
年
十
月
二
日
、
序
文
と
目
録
の
奏
進
ま
で
の
間
に

次
の
よ
う
な
行
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
。
六
月
二
十
日
、
道
家
家
歌
会
（
『
洞
院
摂
政
記
』
）

　
。
六
月
二
十
五
日
、
中
宮
初
度
和
歌
会
（
『
民
経
記
』
な
ど
）

　
。
七
月
二
口
、
道
家
家
歌
会
、
兼
日
お
よ
び
当
座
（
『
民
経
記
』
な
ど
）

　
。
七
月
十
一
日
、
道
家
家
七
首
歌
合
お
よ
び
当
座
歌
会
（
『
民
経
記
』
な
ど
）

　
・
七
月
中
、
道
家
家
十
首
歌
合
（
『
群
書
類
従
』
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
4

　
。
七
月
中
、
道
家
家
三
首
歌
会
（
『
郁
芳
三
野
営
』
『
壬
二
面
』
『
為
家
集
』
な

　
　
ど
）

　
。
八
月
六
日
、
道
家
家
歌
会
（
『
民
経
記
』
な
ど
）

　
・
八
月
十
五
日
、
道
家
家
十
五
夜
歌
合
（
『
群
書
類
従
』
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
5

　
ま
た
、
貞
永
元
年
中
に
『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
が
成
立
し
て
い
る
。
一
応
、
教

実
主
催
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
経
緯
を
み
る
と
道
家
の
意
志
の
も
と
に
行
わ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
行
事
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
に
、
『
新
勅
撰
集
』
の
当
代
歌
人
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
6

は
お
お
よ
そ
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
道
家
が
歌
壇
の
活
発
化
を
は
か
り
、
全
て
の

催
し
で
指
導
的
立
場
に
い
た
の
が
定
家
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
貞
永
元
年
八
月

十
五
日
に
道
家
邸
に
て
行
わ
れ
た
十
五
夜
歌
合
は
、
『
新
勅
撰
集
』
の
撰
集
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
幻

と
な
っ
た
歌
合
の
う
ち
で
最
も
新
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
「
み
か
さ
山
の
月
」
を

、
諒
じ
た
作
が
数
窪
み
え
、
当
時
の
歌
壇
の
あ
り
方
の
一
面
が
う
か
が
え
る
の
で
以

下
に
取
り
挙
げ
て
少
し
く
検
討
す
る
。
参
加
者
は
二
十
二
名
で
「
名
所
月
」
の
一

題
、
三
首
ず
つ
の
三
十
三
番
歌
合
で
、
判
者
は
定
家
が
つ
と
め
て
い
る
。
「
み
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
8

さ
山
の
月
」
を
詠
み
込
ん
だ
作
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
頭
に
便
宜
的
な
通
し
番
号

を
付
す
。

　
㈲
　
み
か
さ
や
ま
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
榊
葉
の
い
や
と
し
の
は
に
月
は
す
む
ら
し

　
　
（
一
番
左
勝
、
道
家
）

　
鋤
　
い
つ
く
に
も
ふ
り
さ
け
い
ま
や
み
か
さ
や
ま
も
ろ
こ
し
か
け
て
い
つ
る
月

　
　
か
げ
（
五
番
右
勝
、
家
長
）

　
個
　
く
も
り
な
き
月
は
み
か
さ
の
や
ま
の
端
に
あ
き
の
な
か
ば
の
か
げ
を
さ
し

　
　
そ
ふ
（
七
番
右
勝
、
下
野
）
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㈲
　
み
か
さ
や
ま
千
世
の
ひ
か
り
を
さ
し
そ
へ
て
く
も
る
を
て
ら
す
あ
き
の
夜

　
　
の
月
（
八
番
左
勝
、
親
骨
）

　
⑤
　
代
を
て
ら
す
み
か
さ
の
や
ま
の
あ
き
の
月
た
か
き
む
か
し
の
あ
と
も
を
よ

　
　
ば
じ
（
十
三
番
左
勝
、
定
家
）

　
⑥
　
い
く
め
ぐ
り
秋
の
こ
よ
ひ
を
ち
ぎ
る
ら
む
み
か
さ
の
や
ま
を
い
つ
る
月
か

　
　
げ
（
三
十
番
右
勝
、
兼
康
）

　
次
の
一
首
は
「
春
日
山
」
で
あ
る
が
、
同
様
の
例
と
み
な
し
て
付
け
加
え
る
。

　
㎝
　
春
日
や
ま
嶺
の
さ
か
木
ば
と
き
は
な
る
御
代
の
ひ
か
り
も
月
に
見
え
つ
つ

　
　
（
二
十
六
番
左
勝
、
行
年
）

　
二
十
二
名
の
う
ち
六
名
の
作
者
（
春
日
山
も
含
め
れ
ば
七
名
）
が
「
み
か
さ

山
」
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
他
に
は
、
明
石
が
六
首
（
た
だ
し
、
明
石
の
戸
が
一

首
、
明
石
潟
が
三
首
、
明
石
の
浦
が
二
首
）
、
住
の
江
が
三
首
、
宮
城
野
が
三
首
、

須
磨
の
浦
が
三
首
、
立
田
河
が
二
首
、
み
も
す
そ
河
が
二
首
な
ど
、
歌
合
中
に
合

計
四
十
六
の
月
の
名
所
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
「
み
か
さ
山
」
を
詠
ん
だ
作
が
最

多
数
を
占
め
て
い
る
。
し
か
も
数
度
に
わ
た
り
詠
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
す
べ
て
の

作
が
勝
と
な
っ
て
い
る
例
は
他
に
な
い
。
明
石
の
場
合
、
勝
一
負
託
持
一
、
住
の

江
は
勝
一
負
｝
持
｝
、
宮
城
野
は
勝
一
賜
与
、
須
磨
は
勝
二
負
｝
と
い
う
具
合
で

あ
る
。
「
み
か
さ
山
」
の
詠
歌
は
必
ず
勝
と
な
る
と
い
う
前
述
し
た
よ
う
な
永
承

の
頃
か
ら
の
不
文
律
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
ω
～
㎝
の
七
首
の
作
を
具
体
的
に
吟
味
す
る
。
ω
は
道
家
作
で
一
番
左
と

い
う
歌
合
の
最
初
に
位
置
し
て
い
る
。
『
百
人
一
首
』
な
ど
に
長
歌
さ
れ
て
著
名

な
『
古
今
集
』
の
次
の
歌
を
本
歌
と
し
て
い
る
。

　
　
天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
出
で
し
月
か
も
（
巻
九
罵

　
　
　
　
　
　
み
か
さ
や
ま
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
9

　
　
旅
、
四
〇
六
、
安
倍
仲
麿
）

　
み
か
さ
山
を
振
り
仰
ぐ
と
、
麓
に
あ
る
春
日
の
社
の
榊
葉
が
繁
茂
す
る
よ
う

に
、
ま
す
ま
す
年
ご
と
に
月
は
光
を
増
し
澄
み
わ
た
る
こ
と
だ
ろ
う
と
い
う
意
味

だ
と
思
わ
れ
る
。
「
榊
葉
」
は
神
楽
歌
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
「
榊
葉
は
神
の
御

前
に
し
げ
り
あ
ひ
け
り
」
（
『
古
今
集
』
　
一
〇
七
四
）
「
霜
八
た
び
お
け
ど
枯
れ
せ

ぬ
榊
葉
の
立
ち
さ
か
ゆ
」
（
『
古
今
集
』
　
一
〇
七
五
）
「
お
く
し
も
に
色
も
か
は
ら

ぬ
さ
か
き
ば
」
（
『
新
古
今
集
」
　
一
八
六
九
）
の
用
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
い
よ

い
よ
繁
栄
す
る
も
の
の
象
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
判
詞
に
「
榊
葉
の
い
や
と
し
の

は
姿
詞
非
二
凡
俗
之
所
9
及
之
由
各
一
同
申
」
と
あ
る
よ
う
に
、
縁
語
と
掛
詞
を
駆

使
し
た
と
こ
ろ
に
表
現
の
巧
み
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
『
新
勅
撰
集
』
岩
茸
の
巻
頭

に
お
い
て
み
た
と
同
じ
く
、
「
み
か
さ
山
の
月
」
を
九
条
家
の
威
光
に
見
立
て
る

と
い
う
こ
と
が
、
同
座
の
歌
人
た
ち
の
共
通
認
識
の
上
に
詠
歌
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
支
障
は
な
い
だ
ろ
う
。
鷹
詞
も
右
歌
に
つ
い
て
の
難
陳
を
記
し
て
後

「
左
非
二
同
口
論
罐
為
レ
勝
」
と
断
言
し
て
い
る
。
②
歌
も
ω
歌
と
同
様
の
古
今
歌
を

本
歌
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
誓
詞
は
「
名
た
か
の
浦
の
秋
風
情
お
か
し
く
侍

れ
ど
ふ
り
さ
け
今
や
三
笠
山
唐
か
け
て
と
い
へ
る
漢
家
本
朝
を
か
け
て
月
影
至
ら

ぬ
所
な
く
つ
か
ふ
ま
つ
る
由
満
座
褒
美
為
レ
勝
」
と
あ
り
、
右
歌
に
詠
み
こ
ま
れ

た
名
高
の
浦
の
風
情
の
如
何
に
よ
ら
ず
、
満
座
の
指
示
を
受
け
て
、
異
国
の
へ
だ

て
な
く
仰
ぎ
み
る
み
か
さ
山
の
月
を
賞
賛
し
て
い
る
一
首
が
勝
と
な
っ
て
い
る
。

誇
張
的
に
す
ぎ
る
内
容
で
あ
っ
て
も
、
み
か
さ
山
の
月
、
す
な
わ
ち
九
条
家
の
権

威
の
前
に
他
所
の
月
は
光
を
失
っ
て
し
ま
う
か
に
思
わ
れ
る
。
㈹
歌
の
場
合
、
番

い
の
左
歌
は
「
お
と
こ
山
秋
の
な
か
ば
の
法
の
に
は
月
は
こ
よ
ひ
の
光
の
み
か

は
」
、
判
訓
は
「
放
生
会
今
夜
の
儀
、
厳
重
に
聞
え
侍
る
を
、
く
も
り
な
き
月
を

25



　
　
　
　
　
　
み
か
さ
や
ま
の
月

み
か
さ
の
秋
の
な
か
ば
の
影
を
さ
し
急
げ
る
心
も
其
ゆ
へ
侍
る
べ
し
、
歌
の
さ
ま

も
導
き
由
各
申
て
勝
と
す
」
で
、
石
清
水
八
幡
で
の
放
生
会
の
厳
重
さ
も
、
み
か

さ
山
を
出
た
満
月
の
光
に
は
勝
て
な
い
の
で
あ
る
。
㈲
歌
に
対
す
る
賀
詞
は
「
し

ほ
く
む
海
人
の
袖
の
浦
浪
殊
に
よ
ろ
し
く
聞
え
侍
れ
ど
三
笠
の
山
の
ち
よ
の
光
雲

ゐ
を
て
ら
す
月
不
レ
及
二
是
非
一
瞬
レ
勝
」
。
右
歌
に
詠
ま
れ
た
「
し
ほ
く
む
海
人
の

袖
」
に
や
ど
る
月
の
風
情
が
特
別
に
「
よ
ろ
し
」
で
あ
っ
て
も
、
千
代
の
光
を

さ
し
そ
え
て
雲
居
を
照
ら
す
み
か
さ
山
の
月
と
あ
ら
そ
う
こ
と
は
問
題
外
の
こ

と
で
あ
る
。
㈲
歌
は
判
者
定
家
の
作
で
あ
る
が
、
判
詞
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　
　
左
歌
聖
に
勝
負
の
事
を
思
ひ
て
よ
め
る
に
よ
り
て
照
月
な
み
に
な
れ
て
年
ふ

　
　
る
宇
治
の
橋
姫
心
苦
し
く
聞
え
轟
き
。
但
今
よ
り
の
ち
今
夜
の
勝
負
よ
み
な

　
　
ら
ひ
て
詠
八
社
名
川
假
二
神
威
一
事
殊
恵
山
停
止
一
之
由
被
レ
仰

　
み
か
さ
山
の
月
を
詠
み
込
む
作
品
は
負
に
な
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
予
想
の
も

と
に
作
歌
さ
れ
た
詠
で
、
番
わ
さ
れ
た
作
に
対
し
て
気
の
毒
な
こ
と
だ
と
、
定
家

は
自
ら
の
詠
に
つ
い
て
陳
述
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
道
家
が
今
後
は
今
夜

の
例
を
ま
ね
て
神
社
名
を
詠
み
込
ん
で
神
威
に
た
よ
る
の
は
止
め
る
よ
う
に
述
べ

た
と
あ
る
。
道
家
の
言
う
神
威
が
、
広
く
神
社
一
般
の
威
厳
の
意
に
も
と
れ
、
ま

た
は
春
日
神
社
こ
の
場
合
、
摂
関
家
、
氏
長
者
で
あ
る
九
条
家
を
指
す
と
こ
ろ

の
、
権
威
に
限
定
し
て
の
こ
と
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
定
家
詠
が
み
か
さ

山
を
詠
ん
で
い
る
だ
け
に
、
い
ず
れ
に
し
て
も
後
者
の
意
識
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
、
道
家
が
自
分
に
対
す
る
あ
か
ら
さ
ま
な
配
慮
に
意
見
し
た
こ
と
に
も

な
る
が
、
真
意
は
明
瞭
で
は
な
い
。
道
家
の
見
解
が
ど
う
で
あ
れ
、
定
家
は
自
己

の
作
歌
態
度
に
つ
い
て
の
引
け
目
か
ら
、
あ
る
い
は
自
誓
に
対
す
る
謙
遜
を
含
め

て
こ
の
よ
う
な
判
詞
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
歌
合
の
二
十
四
番
に
、
や
は

り
定
家
自
身
の
詠
ん
だ
左
歌
「
月
影
は
秋
の
よ
な
が
く
住
の
え
の
い
く
ち
と
せ
に

か
あ
ひ
生
の
松
」
と
置
歌
（
高
倉
の
作
）
「
里
は
あ
れ
て
伏
見
の
秋
を
き
て
と
へ

ば
月
こ
そ
や
ど
れ
浅
ぢ
ふ
の
露
」
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
判
じ
て
い
る
。

　
　
住
江
月
送
錐
レ
募
二
神
社
之
威
一
伏
見
秋
殊
入
二
幽
玄
蕃
境
一
循
為
レ
勝

　
二
十
四
番
左
の
定
家
自
身
の
作
も
再
び
「
神
社
の
威
」
を
も
と
め
て
詠
託
し
て

い
る
が
、
今
回
は
右
歌
が
幽
玄
の
境
に
入
る
よ
う
な
秀
作
で
あ
る
か
ら
、
右
を
勝

と
す
る
と
、
㈲
歌
（
十
三
番
）
の
勝
を
弁
解
す
る
如
き
誉
詞
に
読
み
と
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
定
家
が
こ
こ
で
、
「
神
社
の
威
」
を
か
り
た
自
作
を
否
定
し

て
い
る
と
し
て
も
、
作
中
で
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
「
住
の
江
の
月
」
で
あ
っ
て

「
み
か
さ
山
の
月
」
で
は
な
い
の
で
、
実
際
に
は
㈲
歌
の
詠
歌
姿
勢
を
取
り
消
し

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
㈲
歌
は
三
十
番
で
あ
る
が
「
謡
歌
尤
計
画
レ
勝
」
と
い

う
短
い
判
詞
を
記
す
だ
け
で
依
然
と
し
て
「
み
か
さ
山
」
を
詠
み
込
む
祝
意
の
こ

も
っ
た
作
の
勝
は
動
か
な
い
の
で
あ
る
。
㎝
歌
に
つ
い
て
、
判
詞
を
挙
げ
る
と

「
峯
の
榊
葉
御
代
の
光
尤
十
二
称
美
曽
か
た
ぶ
く
月
寒
間
の
影
も
と
よ
り
非
呂
各
別

二
一
欺
以
左
為
レ
勝
」
と
あ
る
。
㎝
歌
は
ω
歌
を
参
考
に
し
て
同
様
に
解
釈
で
き
る

と
思
わ
れ
る
が
、
祝
賀
の
意
が
濃
厚
な
作
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
貞
永
元
年
八
月
十
五
日
に
、
『
新
勅
撰
集
』
の
撰
集
作
業
が

行
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
が
、
九
条
道
家
邸
で
開
催
さ
れ
た
「
名
所
月
」

を
題
と
す
る
歌
合
に
お
い
て
、
み
か
さ
山
の
月
を
詠
ん
だ
作
に
つ
い
て
考
察
し
て

き
た
。
前
述
の
『
新
勅
撰
集
』
賀
部
の
場
合
と
同
じ
く
、
み
か
さ
山
の
月
に
九
条

家
の
栄
光
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
か
つ
そ
の
こ
と
が
当
時
の
歌

人
た
ち
に
と
っ
て
共
通
の
評
価
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
得
た
と
思
わ
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れ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
道
家
の
栄
華
に
つ
い
て
『
増
鏡
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
程
は
光
明
峯
寺
殿
道
家
又
関
白
に
て
お
は
す
る
。
こ
の
罷
む
す
め
女
御

　
　
に
ま
い
り
給
。
世
の
中
め
で
た
く
花
や
か
な
り
。
（
中
略
）
今
の
女
御
も
や

　
　
が
て
后
だ
ち
あ
り
。
藤
壷
わ
た
り
今
め
か
し
く
住
み
な
し
給
へ
り
。
御
は
ら

　
　
か
ら
の
姫
君
も
、
か
た
ち
よ
く
お
は
す
る
、
ひ
き
こ
め
が
た
し
と
て
、
内
侍

　
　
の
か
み
に
な
し
た
て
ま
つ
り
給
。
同
じ
三
年
七
月
、
関
白
を
ぱ
御
太
郎
教
実

　
　
の
大
臣
に
譲
り
き
こ
え
保
て
、
わ
が
御
身
は
大
殿
と
て
后
宮
の
御
親
な
れ

　
　
ば
、
思
ひ
な
し
も
や
ん
事
な
き
に
、
御
子
ど
も
さ
へ
い
み
じ
う
栄
へ
給
さ

　
　
ま
、
た
め
し
な
き
ほ
ど
な
り
。
あ
づ
ま
の
将
軍
、
山
座
主
、
三
井
寺
長
吏
、

　
　
山
階
寺
の
別
当
、
仁
和
寺
の
御
室
、
み
な
こ
の
殿
の
君
だ
ち
に
て
お
は
す
れ

　
　
ば
、
す
べ
て
、
天
下
は
さ
な
が
ら
ま
じ
る
人
す
く
な
く
見
え
た
り
。
い
と
よ

　
　
そ
ほ
し
く
重
く
し
げ
に
て
、
内
の
御
宿
直
所
な
ど
に
、
つ
ね
は
う
ち
と
け

　
　
さ
ぶ
ら
ひ
給
へ
ば
、
関
白
殿
、
つ
ぎ
く
の
御
子
ど
も
も
大
臣
な
ど
に
て
、

　
　
た
ち
か
は
り
御
前
に
絶
え
ず
物
し
給
て
、
世
の
政
事
な
ど
き
こ
え
給
。
北
の

　
　
方
は
公
経
の
大
臣
の
御
女
な
れ
ば
、
ま
し
て
世
の
重
く
な
び
き
奉
る
さ
ま
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
0

　
　
や
ん
ご
と
な
し
。
（
「
藤
衣
」
）

　
『
増
鏡
』
の
叙
述
を
み
る
と
、
当
時
の
九
条
道
家
が
ま
れ
に
み
る
栄
え
の
絶
頂

期
に
あ
っ
た
こ
と
を
十
分
に
示
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
歌
壇
で
の
道
家
の
存
在
を

勘
案
す
れ
ば
、
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
道
家
た
ち
九
条
家
一
族
の
繁
栄
す
る
様

　
　
　
　
　
　
み
か
さ
や
ま
の
月

を
詠
歌
の
中
で
、
み
か
さ
山
の
月
に
見
立
て
て
称
賛
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
事
情
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
み
か
さ
山
は
藤
原
氏
の
祖

を
ま
つ
る
春
日
神
社
の
あ
る
山
で
あ
り
、
古
来
、
月
の
名
所
と
し
て
多
く
の
歌
に

　
　
　
　
　
注
3
1

詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
歌
合
に
お
い
て
は
、
必
ず
勝
に
な
る
と
い
う
不
文
律
が
で

き
て
い
た
ほ
ど
み
か
さ
山
の
月
を
詠
み
込
ん
だ
作
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
と
く

に
、
道
家
が
栄
華
を
誇
っ
た
貞
永
期
に
は
、
こ
う
し
た
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
と

指
摘
で
き
、
そ
れ
は
道
家
の
権
威
を
賞
賛
す
る
歌
壇
に
お
け
る
共
通
の
認
識
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
摂
関
家
（
九
条
家
）
に
主
導
さ
れ
て
い
た
貞

永
期
歌
壇
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
み
か
さ
山
の
月
を
詠
む
時
の
本
歌
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
「
天
の
原
ふ
り

さ
け
み
れ
ば
…
…
」
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
安
倍
仲
麿
の
作
と
し
て
『
古
今

集
』
に
入
零
し
、
ひ
ろ
く
愛
甲
さ
れ
、
伝
統
的
に
評
価
さ
れ
て
い
た
秀
歌
で
は
あ

注
3
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
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る
が
、
定
家
が
『
百
人
一
首
』
に
あ
ら
た
め
て
選
び
入
れ
る
に
あ
た
り
、
当
時
の

歌
壇
に
お
け
る
一
首
の
評
価
の
実
状
が
感
慨
と
し
て
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
憶
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
注
＞

1
　
日
本
歌
学
大
系
、
別
巻
三
、
『
八
雲
御
抄
』
巻
第
五
名
所
部
、
三
九
五
頁
。

2
　
日
本
歌
学
大
系
、
別
巻
五
『
顕
一
三
勘
抄
』
一
八
五
頁
。

3
　
例
え
ば
、
『
明
題
部
類
抄
』
巻
第
三
、
百
首
題
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
九
条
家
四

　
　
代
の
百
首
が
み
え
る
。
兼
実
の
治
承
百
首
、
良
経
の
建
久
四
年
秋
百
首
（
六
百
早
歌

　
　
合
）
、
道
家
の
建
保
三
年
百
首
、
教
実
の
貞
永
元
年
四
月
百
首
で
あ
る
。
『
校
本
洞
院

　
　
摂
政
家
百
首
と
そ
の
研
究
』
（
片
野
達
郎
、
安
井
久
善
著
、
桜
三
社
）
研
究
篇
参
照
。

4
　
前
者
の
説
は
弄
花
軒
祖
述
の
『
新
勅
撰
和
歌
集
抄
』
（
寛
政
十
一
年
刊
）
に
、
後
者

　
　
は
北
村
季
吟
の
「
新
勅
撰
和
歌
集
口
実
』
（
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
4
0
に
よ
る
）
、
梅
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み
か
さ
や
ま
の
月

水
堂
正
路
の
『
新
勅
撰
和
歌
集
抄
』
（
書
陵
部
蔵
、
鷹
－
四
二
）
な
ど
に
み
え
る
。

「
新
勅
撰
集
』
の
注
を
参
考
す
る
に
あ
た
り
、
大
取
一
馬
氏
「
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
研

究
史
序
説
」
（
『
高
野
山
大
学
国
語
国
文
』
第
三
号
、
昭
和
五
一
年
一
二
月
）
、
長
谷

完
治
氏
「
梅
月
堂
宣
阿
と
『
新
勅
撰
抄
』
」
（
『
万
葉
・
そ
の
後
』
昭
和
五
五
年
五
月
）

な
ど
を
参
照
し
た
。

『
実
方
中
将
集
』
（
私
家
集
大
成
1
、
実
方
皿
書
陵
部
蔵
）
に
は
詞
書
に
「
か
す
み
に

て
よ
め
る
」
（
「
か
す
み
」
は
「
か
す
が
」
の
こ
と
か
）
と
あ
り
、
「
枝
か
は
す
か
す

か
の
、
へ
の
ひ
め
こ
ま
つ
い
の
る
こ
＼
ろ
は
か
み
そ
し
る
ら
む
」
（
三
八
）
と
あ
る
。

日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
『
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
』
二
四

八
頁
（
三
十
六
段
）
。

年
代
順
は
「
新
勅
撰
集
』
に
お
け
る
配
列
上
の
基
本
意
識
で
あ
る
。
山
下
三
十
鈴
氏

「
新
勅
撰
和
歌
集
の
構
成
」
（
『
古
今
新
古
今
と
そ
の
周
辺
』
大
学
堂
書
店
）
参
照
。

な
お
四
五
六
歌
は
出
典
未
詳
。

私
家
集
大
成
3
、
『
長
方
集
』
（
書
陵
部
蔵
）
一
八
四
。

こ
の
女
御
入
内
屏
風
は
正
月
の
「
京
華
人
家
元
日
」
よ
り
十
二
月
の
「
歳
暮
山
辺
民

家
」
に
至
る
各
月
三
題
計
三
十
六
題
と
、
泥
絵
屏
風
の
題
二
題
と
を
合
せ
た
三
十
八

題
の
も
と
に
、
道
家
（
思
子
の
父
）
、
公
経
（
唐
子
の
母
方
の
祖
父
）
、
実
氏
（
公
経

の
子
）
、
定
家
、
為
家
、
家
隆
、
知
覚
（
定
家
の
推
挙
）
の
七
人
（
三
人
の
肉
親
と

四
人
の
専
門
歌
人
）
の
出
濡
者
が
各
題
一
首
ず
つ
を
詠
進
し
、
の
ち
に
各
題
一
首
計

三
十
八
首
が
選
定
さ
れ
た
も
の
で
、
『
新
勅
撰
集
』
に
二
十
四
首
が
入
壊
し
て
い
る
。

な
お
、
戸
部
の
九
首
の
う
ち
屏
風
歌
と
し
て
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
四
七
一
歌

（
道
家
）
と
四
七
五
歌
（
公
経
）
の
二
首
で
、
残
り
は
す
べ
て
屏
風
歌
で
あ
る
。
樋

口
芳
麻
呂
氏
「
寛
喜
元
年
女
御
入
内
屏
風
和
歌
と
そ
の
考
察
」
（
『
愛
知
学
芸
大
学
研

究
報
告
』
第
九
輯
、
昭
和
三
五
年
三
月
）
参
照
。

日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
『
枕
草
子
　
紫
式
部
日
記
』
四
四
六
頁
。

私
家
集
大
成
2
、
『
康
資
王
母
家
集
』
（
龍
谷
大
学
蔵
『
四
十
人
集
』
）
二
八
。

『
新
勅
撰
和
歌
集
口
実
』
な
ど
は
、
良
相
詠
の
四
句
「
さ
や
け
き
ひ
か
り
」
が
「
さ

や
け
き
ひ
び
き
」
の
誤
り
か
と
み
て
い
る
。

季
吟
の
『
新
勅
撰
和
歌
集
口
実
』
に
は
道
家
詠
に
つ
い
て
「
下
句
は
玄
孫
雲
孫
の
末

1417　16　151820　19

　
　
　
　
　
ナ
カ
ラ
ヘ
　
　
　
　
　
　
タ
メ
シ

ま
で
我
世
に
存
命
て
古
き
例
と
な
ら
ん
の
心
也
」
と
注
す
る
。
正
路
の
『
新
勅
撰
和

歌
集
抄
』
は
、
道
家
詠
に
つ
い
て
「
歌
の
心
は
む
か
し
ょ
り
長
寿
を
え
た
る
人
の
こ

と
く
我
も
い
ま
の
よ
ふ
り
て
鶴
の
子
や
し
は
子
の
す
ゑ
ま
て
も
我
す
ゑ
の
世
と
み
え

て
長
寿
を
た
も
た
ん
と
い
ふ
也
」
、
教
実
詠
に
つ
い
て
「
寄
の
心
は
天
飛
鶴
の
ち
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
メ
シ

せ
を
か
け
て
よ
は
ひ
を
の
ふ
る
例
も
け
ふ
の
雅
鐘
長
寿
の
人
に
お
も
ひ
あ
は
せ
て
し

ら
る
Σ
也
」
と
あ
る
。
祖
能
の
『
新
勅
撰
和
歌
集
抄
』
は
道
家
詠
に
つ
い
て
「
二
戸

は
鶴
は
齢
の
長
き
斜
な
る
に
其
や
し
は
子
の
末
ま
て
も
経
る
と
い
ひ
か
け
て
か
～
る

長
寿
の
旧
例
に
は
誰
も
我
世
を
見
ん
と
の
義
也
」
、
教
実
詠
に
つ
い
て
「
鶴
は
千
年

目
齢
と
い
へ
は
其
千
年
の
よ
は
ひ
を
契
り
け
る
け
ふ
に
も
あ
る
哉
と
也
。
詞
書
に
照

し
て
見
る
へ
し
。
一
二
句
は
鶴
の
空
を
飛
義
に
て
即
中
宮
の
雲
み
に
上
り
た
ま
ふ
匂

ひ
と
も
成
べ
し
」
と
あ
る
。

「
続
後
撰
集
の
当
代
的
性
格
」
（
『
国
語
国
文
』
第
三
七
巻
第
三
号
、
昭
和
四
三
年
三

月
）大

日
本
史
料
第
五
編
之
七
円
月
の
も
の
に
よ
る
。

増
補
『
史
料
大
成
』
8
を
テ
キ
ス
ト
に
す
る
。

た
だ
し
、
例
え
ば
、
噂
子
の
入
内
は
寛
喜
元
年
十
一
刀
十
六
日
庚
辰
の
日
に
行
わ
れ

た
が
、
道
長
の
女
、
彰
子
が
長
保
元
年
十
一
月
朔
日
庚
辰
の
日
に
入
内
し
た
吉
例
に

な
ら
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
名
子
喜
久
雄
氏
「
新
勅
撰
集
賀
巻
の
一
性
格
」
（
『
語

学
文
学
』
第
十
七
号
、
昭
和
五
四
年
三
月
）
は
、
道
家
詠
（
四
四
三
）
の
解
釈
に
関

し
て
前
掲
の
「
民
経
記
』
の
記
事
を
示
し
、
「
『
ふ
る
き
た
め
し
』
が
王
朝
の
盛
儀
で

御
堂
関
白
道
長
の
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
上
東
門
院
彰
子
の
入
内
や
、
同
じ
く
王
朝
の

和
歌
行
事
の
範
で
あ
っ
た
承
暦
内
裏
歌
合
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
」
と
述

べ
て
い
る
。

平
安
朝
歌
合
大
成
五
、
「
二
二
七
　
嘉
保
元
年
八
月
十
九
日
前
関
白
亡
霊
歌
合
」
解

説
（
史
的
評
価
の
項
）
。

峯
岸
義
秋
氏
校
註
。
「
高
陽
院
七
首
歌
合
」
、
一
八
七
頁
。

日
本
歌
学
大
系
、
第
一
巻
、
　
一
六
二
頁
。
『
袖
中
抄
』
が
、
「
俊
頼
髄
脳
』
を
そ
の
ま

ま
引
用
し
て
い
る
（
日
本
歌
学
大
系
、
別
巻
二
、
二
七
一
頁
）
。
ま
た
『
和
歌
童
蒙

抄
』
も
同
様
の
話
に
言
及
し
て
い
る
（
同
第
一
巷
、
三
八
八
頁
）
。
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日
本
歌
学
大
系
、
第
二
巻
、
一
〇
六
頁
。
『
八
雲
御
亡
』
も
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
を
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
祝
歌
は
勝
也
。
神
社
ノ
名
を
詠
〔
ズ
ル
〕
又
同
。
（
中
略
）
永
承
四
年
歌
合
一

　
　
番
、
か
す
が
山
と
よ
め
り
。
干
レ
二
大
二
条
関
白
〔
日
〕
、
「
い
か
で
か
負
べ
き
」

　
　
と
て
、
無
二
左
右
一
勝
と
定
。
宇
治
関
白
有
二
甘
心
気
閃
非
二
判
者
ハ
非
一
一
歌
人
一
ど

　
　
も
、
以
二
十
三
一
称
レ
之
。

　
な
お
、
大
二
条
殿
は
教
通
、
宇
治
殿
は
頼
通
で
あ
る
。

古
代
篇
、
萩
谷
朴
氏
校
注
。
「
（
十
九
）
嘉
保
元
年
八
月
十
九
日
前
関
白
師
実
歌
合
」

二
三
〇
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
グ
　
ク
ワ
ン
バ
ク

な
お
、
周
防
内
侍
詠
の
注
と
し
て
『
新
勅
撰
和
歌
集
口
実
』
に
は
「
宇
治
の
関
白
は

　
　
ノ
チ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ク
ハ
ウ
　
　
　
　
　
　
ア
ヲ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
メ

藤
原
氏
長
者
な
れ
は
春
日
山
に
そ
へ
て
威
光
を
天
下
に
顕
し
た
ま
ふ
心
を
孕
り
」
と

あ
る
。

七
月
二
日
の
歌
会
あ
る
い
は
十
一
日
の
当
座
歌
会
と
同
一
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
『
民
経
記
』
七
月
二
日
の
条
に
「
大
殿
有
和
歌
御
会
、
殿
下
御
座
云
々
、
歌

仙
三
新
加
人
々
参
入
、
先
被
講
兼
日
収
葎
諭
八
次
有
当
座
御
会
云
々
」
、
ま
た
十
一
日

の
条
に
は
「
一
酌
日
和
歌
題
七
首
、
一
山
詩
合
云
々
、
左
右
各
相
分
著
座
、
京
極
納

言
於
当
座
下
付
勝
負
云
々
、
其
後
又
出
題
、
可
有
当
座
御
会
云
々
」
と
あ
る
。

寛
喜
二
年
六
月
始
め
に
計
画
が
あ
り
、
貞
永
元
年
九
月
に
完
成
を
み
た
と
い
わ
れ

る
。
久
保
田
予
言
「
為
家
と
光
俊
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
三
五
巻
、
昭
和
三
三
年
五

月
）
。

参
加
メ
ン
バ
ー
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
全
参
加
者
が
ほ
ぼ
明
ら
か
な
四

つ
の
行
事
、
洞
院
摂
政
家
百
首
（
A
）
、
中
宮
和
歌
会
（
B
）
、
道
家
家
十
首
歌
合

（
C
）
、
道
家
家
十
五
夜
歌
合
（
D
）
に
つ
い
て
調
査
。
○
は
出
席
、
×
は
欠
席
で
、

歌
人
名
の
下
の
数
字
は
『
新
勅
撰
集
』
入
集
歌
調
。

歌
　
人
　
名

実道公家

A

B

C

D

氏家経隆
17　25　30　43

oooo
oo×o
xoxo
oo×o

歌
　
人
　
名
　
　
A

有
　
　
長
　
3

頼
　
　
資
　
3

隆
　
　
祐
　
2

民
部
卿
典
侍
2

B

C

D

み
か
さ
や
ま
の
月

xoxo
×xox
oo××

oox×

定
　
　
家
　
1
5

八
条
院
高
倉
1
3

行家信教知俊
成
女

君
　
　
家

範
　
　
宗

中
宮
少
将

兼
　
　
宗

通
　
　
光

光
　
　
俊

中
宮
但
馬

頼
　
　
氏

資
　
　
一

二
　
　
実実李氏馬俊光三二宗家女能長実実家高家
　　　　　　　　　　　　　　　倉3　4　4　4　4　4　56　6　6　8　8　9　10　10　12　’ hM

R　15

o×ooo××ooooooooo×o
o×××ooo×oo×o×ooo×o
oooo×××o×o×ooooo×o
×oo×o××o×ooooo×ooo
兼知有家経通親経家高家三州基通算伊下

康宗家清光氏氏高光実含蓄一家方高平野
O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　1　1　1　2

×××××××××××ooo×．oo×

××××ooooooooo×oo××
ooxox×××××xoxox×xo
oxoox×××××xoxx×××o
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〔
注
記
〕
　
A
は
書
陵
部
本
目
録
の
二
十
二
名
に
『
明
月
記
』
記
事
、
勅
撰
集
入
集
な

ど
に
よ
り
無
季
、
伊
平
、
雄
琴
を
加
え
た
。
B
は
『
民
経
記
』
に
よ
る
。
C
、
D
は

群
書
類
従
本
に
よ
る
が
、
C
に
お
け
る
「
良
実
」
と
あ
る
の
は
道
家
、
「
忠
俊
」
と

あ
る
の
は
誠
実
の
こ
と
で
あ
り
、
D
に
お
け
る
「
女
房
」
は
道
家
、
「
実
意
」
は
実

否
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
判
明
す
る
他
の
行
事
の
出
席
者
を
次
に
挙
げ
る
。

　
⊥
ハ
月
二
日
”
定
家
、
為
家
、
知
事
、
行
能
、
書
聖
な
ど
。

　
七
月
十
一
日
閲
定
家
、
家
隆
、
行
雨
、
信
実
、
光
俊
、
範
宗
、
知
宗
、
有
長
、
下

　
　
　
　
　
　
　
野
、
中
宮
少
将
、
家
俊
。

　
七
月
三
首
会
目
範
宗
、
家
隆
、
為
家
な
ど
。

　
八
月
六
日
冒
定
家
、
為
家
、
重
三
、
信
実
、
家
長
、
家
系
。

樋
口
芳
麻
呂
氏
「
新
勅
撰
和
歌
集
と
歌
合
」
（
『
国
語
国
文
学
報
』
第
七
集
、
昭
和
三
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み
か
さ
や
ま
の
月

三
年
二
月
）
参
照
。

群
書
類
従
本
に
よ
り
、
適
宜
に
通
読
し
や
す
い
形
に
改
め
て
掲
載
す
る
。
ま
た
、
内

閣
文
庫
本
、
神
宮
文
庫
本
を
参
考
に
し
た
。

こ
の
歌
に
つ
い
て
小
川
環
樹
氏
「
三
笠
の
山
に
出
で
し
月
か
も
」
（
『
図
書
』
昭
和
四

二
年
九
月
号
）
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　
「
続
日
本
記
」
の
（
中
略
）
宝
亀
八
年
（
七
七
七
年
）
二
月
戊
子
の
条
で
、
遣

　
　
唐
使
ら
が
春
日
山
の
下
で
天
神
地
祇
を
拝
し
た
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と

　
　
き
の
遣
唐
副
使
小
野
の
石
根
ら
は
前
年
ひ
と
た
び
出
発
し
た
が
、
風
波
の
た
め

　
　
吹
き
も
ど
さ
れ
た
の
で
、
「
重
ね
て
祭
祀
を
修
し
た
」
と
い
う
。
こ
れ
は
遣
唐

　
　
使
が
出
か
け
る
前
に
い
つ
も
春
日
山
で
神
に
祈
る
慣
例
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か

　
　
ろ
う
か
。
同
じ
記
事
は
他
の
遣
唐
使
の
場
合
に
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

　
　
右
の
よ
う
に
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
る
と
、
仲
麻
呂
の
う
た

　
　
の
「
春
日
な
る
三
笠
の
山
」
も
、
た
だ
奈
良
の
都
の
東
に
在
っ
て
、
か
れ
が
幼

　
　
時
、
見
な
れ
た
山
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
か
れ
は
明
州
で
月
光
を
な
が
め
つ

　
　
つ
、
故
郷
を
思
い
、
そ
し
て
、
三
十
数
年
前
、
出
発
に
さ
き
だ
っ
て
祈
願
を
こ

　
　
め
た
春
日
の
神
の
こ
と
を
憶
い
起
し
、
心
ひ
そ
か
に
、
こ
の
た
び
の
渡
海
に
も

　
　
神
助
あ
れ
か
し
と
祈
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
右
の
通
り
だ
と
す
る
と
、
仲
麻
呂
詠
に
も
当
初
か
ら
春
日
の
神
に
祈
る
心
情
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
『
神
皇
正
統
記
　
増
鏡
』
二
八
五
頁
。
引
用
に

際
し
て
は
便
宜
上
、
注
な
ど
を
は
ぶ
い
た
。

『
平
安
和
歌
歌
枕
地
名
索
引
』
（
片
桐
洋
一
監
修
、
ひ
め
ま
つ
の
会
編
、
大
学
堂
書

店
）
に
よ
る
と
、
「
み
か
さ
山
」
「
み
か
さ
の
山
」
の
項
に
二
〇
三
首
が
み
え
、
う
ち

「
月
」
を
詠
ん
だ
作
は
四
〇
首
を
数
え
る
。

例
え
ば
、
他
の
秀
歌
選
を
み
る
と
、
公
任
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
『
金
玉
集
』
「
深
窓
秘

抄
』
に
選
歌
さ
れ
、
俊
成
の
「
古
来
風
体
抄
』
に
も
み
え
、
定
家
も
『
二
四
代
集
』

『
秀
歌
大
体
』
に
も
選
ん
で
い
る
。
有
吉
保
氏
「
小
倉
百
人
一
首
の
世
界
」
（
『
国
文

学
　
解
釈
と
鑑
賞
』
（
昭
和
五
一
年
六
月
号
）
参
照
。

「
百
人
一
首
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
『
百
人
秀
歌
』
と
の
関
係
な
ど
か
ら
論
議
が
あ

る
が
、
小
稿
は
、
定
家
の
選
と
認
め
、
文
暦
二
年
五
月
二
十
七
日
に
定
家
が
蓮
生
に

請
わ
れ
染
筆
し
て
送
っ
た
色
紙
形
を
成
書
し
た
も
の
が
『
百
人
秀
歌
』
で
あ
り
、
そ

の
後
に
こ
れ
を
も
と
に
し
て
改
訂
さ
れ
た
も
の
が
『
百
人
一
首
』
だ
と
す
る
立
場
に

立
ち
、
い
ず
れ
に
し
て
も
文
暦
二
年
三
月
十
二
日
の
『
新
勅
撰
集
』
撰
集
の
完
了
直

後
に
、
『
百
人
一
首
』
は
選
歌
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
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